
「最新の知見を学び、論文を
執筆するためには、英語は欠
かせません。また生物学と情
報学が融合したバイオイン
フォマティクスにはプログラ
ミングも必須で、学生たちと
一緒に私も勉強中です」と語
る奥村准教授。

キイロショウジョウバエも線虫と同様に世代時間
が短く、遺伝実験に適した実験動物。炭酸ガスで麻
酔をかけて作業を行う。

線虫Pristionchus pacificusの頭部の電子顕微鏡写真（広島大学の共同実験施設で撮影）。
環境によって口の形が幅広型（左）と狭小型（右）に分かれる。
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さんの住む家は快適ですか？実は、
日本では冬の居住環境が「寒い」ケー

スが多いといわれています。これは、住宅自体
の構造的な問題もありますが、伝統的に囲炉裏
やこたつのように「暖を採る」手法が好まれてき
た背景があり、家全体を暖める発想ではなかっ
たことが関係しています。しかし家の中に極度
な温度差があると、ヒートショックと呼ばれる
健康被害を招く危険があります。「少ないエネ
ルギーで健康な居住環境を工学的に創造する
こと」これが私の研究の基本となるところです。
　通常は快適性を追求すると多くのエネル
ギーが必要になります。コロナ禍で換気のため
に窓を開ける機会が増えましたが、室内が寒く
／暑くなるため、結果的に空調の利用が多く
なってしまうことを実感したかもしれません。今
行っている研究の一つに、エネルギーを増やさ
ずに換気量を増やすシステム開発があります。
「我慢」によってではなく、ヒートポンプと呼ば
れる機器の有効利用が鍵になります。
　ヒートポンプはエアコンや冷蔵庫と同じ原理
で動きます。機器自体の効率は年々向上してい
ますが、実は使われ方により省エネ性は大きく
異なります。エアコンは室外機と室内機がセッ
トで使用され、室外機は大気中の熱を集める役
割をします。ヒートポンプの効率は外気温によ
り変動し、冷房時は温度が低いほど、暖房時は
高いほど省エネになります。しかし室内では反

対に、外気温が高いほど冷房
が、低いほど暖房が必要とさ
れるのが一般的です。そこで、
もっと適した熱源として地盤
や河川、海水等の「未利用熱」
が登場します。私は、瀬戸内
地方に点在する池の水の持
つ熱をヒートポンプに用いる
システム開発に取り組んでい
ます。これまでの研究で、深さ
5 m以上になると底の方は夏
でも15℃程度とかなり低温
に保たれ、ヒートポンプでの
利用に適した熱源であること
がわかっています。都会にはない、この地方なら
ではのユニークなシステムになるのではと思っ
ています。
　広島大学では2021年に「カーボンニュート
ラル×スマートキャンパス5.0宣言」を行い、
2030年までのカーボンニュートラル化に向け
た活動を実践しています。カーボンニュートラ
ルという響きからは、ソーラーパネル等により
電気エネルギーを生み出す技術が注目されが
ちですが、一方で、建物で使うエネルギーを減
らすことも重要です。未利用熱によるヒートポ
ンプの導入も重要な鍵となります。省エネとい
う言葉は一見使い古されたようにも思われがち
ですが、今も昔も本質的な重要性は変わってい

ません。
　建築は人の暮らしに一番近いところに寄り
添う存在であり、その空間作りを通して人のた
めに役立つことができるのは何よりの魅力で
す。広島大学から世界へ、社会へ、人々の快適な
暮らしと環境配慮を両立する研究成果を発信
していきたいと思います。

皆

水には自然対流があり、ヒートポンプの排熱を土よりも効率よく逃がすことができる。金田一准教授は、
調整池などの貯留水を熱源として利用する「未利用熱ヒートポンプ」の実用化を目指している。

「工学は世の中のため
に、そして人々のために
ある学問。エネルギーを
増やさずに、人々が健康
で快適に過ごせる居住
環境を創出したい」と話
す金田一准教授。
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ゲノム科学などの最先端の基礎研究から、再生医
療など高度な臨床展開に至るまで「放射線の人体
影響」の総合的な研究を推進しています。被爆者
の医療を半世紀にわたって行う一方、放射線災
害・医科学領域の研究拠点として、全国の研究
者・医師と活発な共同研究を進めています。
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放射光科学研究センター
光速に近い電子が電磁石によって進む方向
を変える時に「放射光」が発生します。この光
は強力で、しかもさまざまな波長を含むこと
から「夢の光」と呼ばれています。本センター
の研究成果は『Nature』や『Science』などの
トップジャーナルに掲載されています。

ぜ受精卵が分裂すると2つの受精卵
になるのではなく、どんどん違う種類

の細胞が生まれ大人になっていくのか？ 私が
発生（生物が卵から成体へと成長していく過程
のこと）に興味を持ったのは高校生の頃でした。
そのような疑問はしばらく忘れていたのです
が、大学の発生生物学の講義を受け、高校生の
頃に浮かんだ疑問がふつふつと思い出され、発
生生物学の研究室の門をたたきました。生物の
教科書でもおなじみのキイロショウジョウバエ
を用いて、神経細胞の形が決まる過程ではどの
ような遺伝子が関わっているのか明らかにする
ことを目指していました。数千匹のショウジョウ
バエの脳を解剖し、神経細胞の形態を観察する
日々を送りました。そして思ってもいなかった遺
伝子が神経細胞の形作りに関わるという結果

を得て論文として発表することができました。
　大学院を修了後は、遺伝子だけでなく環境因
子にも着目して研究を進めています。生物の発


